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瀬名姫は本当に瀬名と関係あるのか？ 

 

静岡学園中学校 歴史研究部 

藤田真煕 三浦万里奈 谷真柚子 幾田琴音 

 

１、はじめに 

我々は静岡市の北東部に位置する瀬名地域について調べた。なぜ瀬名地域に着目したのか

というと、歴史研究部の 3 年の部員が 2 人とも瀬名出身だからだ。昔から地元の歴史に興味

があり、瀬名について調べたいと思っていたところ、今回このような機会をいただくことが

できたため、研究してみようということになった。もう一つの理由は昨年の大河ドラマ「ど

うする家康」で瀬名姫が注目されたことだ。ドラマの中でも瀬名姫が静岡市出身だと紹介さ

れていたため、瀬名地域と瀬名姫について今回我々は調査することにした。 
 
２、瀬名とはどういう場所なのか 

瀬名は庵原郡に所属しており、現葵区に位置する。また、現在の瀬名一丁目～七丁目、瀬

名中央一丁目～四丁目、東瀬名町、南瀬名町、瀬名川一丁目、二丁目がそれにあたる。 
瀬名の中心には長尾川が南流しており、巴川に合流し、他にも光鏡院、利倉神社、龍泉院

などの有名な神社やお寺がある。 

 
写真：藤田真煕 

ここからは瀬名の歴史と名前の由来を紹介しようと思う。 
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もともとこの辺りの地域は「西奈
にしな

郷
ごう

」と書いて「せなごう」と呼ばれていた。その西奈郷

の中心地にあり、江尻宿の助郷のうちで最も大きな村が瀬名で、他にも「世奈、仙奈、勢

奈、仙南」このように記されていた時代もあったそうだ。昭和 63 年、瀬名遺跡の一区で「五

百原□□□西奈□□□」と記された奈良時代の後半の木簡が発掘されていることから、それ以前に

はすでに人が住んでいたということがわかる。 

 
財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所 

瀬名遺跡Ⅰ（静岡県埋蔵文化財調査研究所調査報告 第 40 集） 
埋蔵文化財発掘調査報告書  1992 

 
しかし、実際の出来事も踏まえて文献に載ったのは戦国時代からだ。瀬名村は戦国時代の

末には今川氏の所領となった。 

今から紹介するのは今川の一族の中でも特に瀬名に深い関係のある人物、「瀬名
せ な

一秀
かずひで

」であ

る。彼は陸奥
むつの

守
かみ

貞廷
さだのぶ

の子で陸奥
むつの

守
かみ

一秀
かずひで

という名前で永亭 4 年(1432)に生まれた。遠 州
えんしゅう

堀越
ほりこし

の海蔵寺
かいぞうじ

で成人を迎え義秀とも言っていたそうだが父貞廷の戦死によって４42 歳で還俗して

家を継ぎ、従五位下陸奥守に任じられ一秀と改めた。のちに今川義忠の討死によって次の総

大将である、当時幼かった息子の氏親の後見役として今川氏の館に近い瀬名村に移り住むよ
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うになった。そこで苗字を地名から取り、瀬名一秀と改めた。その後は 72 歳で亡くなり、光

鏡院に葬られた。 

 

瀬名一秀の墓（光鏡院にて） 
写真：藤田真煕 

 
このように、瀬名の地名をとって名前とした人物の前例もいることから、瀬名姫も同じよ

うに名前を地名からとったと考えてもおかしくないと言えるだろう。 
江戸時代になると天領だった瀬名村は寛永十二年より大番頭、大久保玄蕃頭忠成の知行地

になった。この時の村高は 1337 石 9 斗 8 升 8 合でした。他に、瀬名川村は 617 石 2 斗 4
升。長尾村は 28 石 3 斗 2 升 2 合。平山村は 26 石 9 升。元治元年になると瀬名川村の村高の

うち 355 石は旗本、松平丹後守重信に、残りが大久保玄蕃頭の知行地となり、長尾・平山は

小島藩松平氏の知行地となった。 
西奈村誌の 77 ページにも、 

「瀬名川の一半及瀬名は大久保紀伊守の采地となり、瀬名川の一半（355 石）は幕府の直轄地

となり、元禄十一戊寅年、長尾、平山とともに滝脇丹後守(小島の城主 松平丹後守)の領地と

なり、明治の維新に至り、挙って徳川家達
さと

公に属す。」 
と記されている。天領～知行地時代を通じて、村高は一貫して同じであった。 
そして明治 22 年、町村制の施行により瀬名村、瀬名川村、長尾村、平山村の四つの村の合

併により西奈村が成立した。昭和 23 年、西奈村は静岡市に編入し、その後、静岡市に引き継

がれていく、という流れになる。 
これは西奈村誌の 85 ページに、 

「明治二十一年村制施行せらるや。天然の地勢を古来の沿革とにより、瀬名村、瀬名川村、

長尾村、平山村を以て自治区を編制して西奈村と名付、明治二十二年、県令第十九号を以て

改定を告知せらる。」 
と記されている。 
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さて、瀬名の地名の由来だが説は二つある。一つ目は瀬名の中心を流れる長尾川が普段は

水がないことから瀬無川と呼ばれたことによる説。 
二つ目は「せな」の「瀬」は「清い水の流れ」、「名」は「土地」と同じ意味を表すことか

ら「瀬のある国」という意味で瀬名になったという説だ。どちらが正しいのか、ということ

だが、藤原為家
ためいえ

という詩人が詠んだ短歌にこのようなものがある。 
『せな川や 早瀬

はやせ

をたえず 行水
ゆくみず

に いも恋
こい

わたる 泪
なみだ

なるらん』 
これは彼が 1253 年に東国へ向かう途中に詠んだ言われている。この句にはさらさらと音を

立てて流れるせな川（長尾川）の清流が詠いこまれている。このことから、「せな」という地

名が生まれたころはサラサラと水が流れていた村だったことが推測できることから二つ目の

説が有力なのではないかと思われる。 
 

３、梶原山
かじわらやま

について 

瀬名には瀬名姫以外にも歴史的に重要な人物である梶原景時に由来する場所がある。一昨

年の大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」でも登場していた梶原景時が最後を迎えた場所が、瀬名に

ある梶原山であった。ここでは梶原景時の生涯と逃亡劇を紹介する。 

 
写真：藤田真煕 

梶原景時は 1140 年、駿河国に生まれた。40 歳のときの 1180 年 8 月、伊豆にいた源頼朝が

挙兵した際、景時は頼朝の敵である平氏側の武将の大庭景親軍の一員として、石橋山の戦い

に参加した。戦いは源氏側の負けで終わり、逃げ回っていた頼朝を梶原景時自身が見つけた

とき、頼朝は自害しようとしたため、梶原景時はそれをおし止め、さらに自軍の兵達向かっ

て「ここには人などいない。中には蝙蝠
こうもり

ばかりしかいない。」と言い、頼朝の命を助けたと言

われている。 
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1199 年に頼朝が亡くなると、景時は二代将軍源頼家に重用された。若い頼家を補佐する十

三人の合議制が置かれ、景時もこの一人となった。しかし、人を陥れることが多かったた

め、三浦義村、和田義盛ら 66 名による、景時失脚を求める連判状が将軍頼家に出されてしま

う。1200 年、景時は一族を率いて京に向かうが、その途中、興津の清見ヶ関で戦闘が始まっ

てしまう。清水の庵原を経て瀬名川にさしかかった時、橋のたもとに待ち構えていた地元の

武士たちが景時に向けて一斉に矢を射ってきた。その場所が矢
や

射
い

タム橋
ばし

である。もはやこれ

までと悟った景時は梶原山で自害した。享年 61 歳。 
景時の辞世の句「もののふの かくごもかかる 時にこそ 心の知らぬ名のみをしけれ」 
梶原山の由来は梶原景時が自害した場所だからである。 

 

 

 
梶原山付近にて 写真：藤田真煕 

 
４、瀬名姫について 

私は今回、瀬名姫（以下、瀬名）のことについて調査した。 
瀬名の一生について説明する。瀬名は、1542 年、今川義元の姪として生まれ、15 歳の時に

のちの徳川家康となる松平元信に嫁いた。元信は今、今川の人質であり、人質との結婚だっ

たが、仲は良く、新婚 2 年目には長男の信康が、その後には長女の亀も生まれている。 
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しかし、1560 年、瀬名の人生を大きく揺るがすことが起こってしまった。桶狭間の戦いで

ある。これを機に松平元信は今川を離反し、敵対状態に。瀬名と子供たちは人質のような状

態になってしまった。義元が亡くなった後、当主になった息子の氏真は桶狭間の戦いを機に

今川を裏切った者を多く処刑していたため、瀬名が生き延びることができたのは今川との血

縁あってと思われる。 
処刑されるかも、と不安を抱えて 2 年。1562 年、今川家の人々と瀬名姫と子供たちの人質

交換が行われ、家族がそろった岡崎の生活が始まった。だが、それも長くは続かず。瀬名は

義母との折り合いが悪く、築山に別棟を立てて住まうことになってしまう。 
翌年、息子の信康が結婚。相手は、自身の実家を滅ぼしたともいえる織田信長の娘・五徳

（五徳ではなく「徳」では、という説もあり）。これを瀬名が 快
こころよ

く思うはずがない。案の

定、瀬名は五徳との相性も悪いようだった。家の仇を憎むなと言われても無理な話であり、

五徳もそんな義母の感情を読み取ったのか。そののち五徳は二人の娘を生んだが、嫡男は生

まれず…そのことが原因とははっきり言えないが、信康と五徳は不仲になってしまった。そ

のことで信康を慰めたいと思った瀬名は、信康に女性を紹介した。だが、これをよく思わな

かった五徳が、父の信長にあてて文を書く―「瀬名と信康が、武田の姫君とつながっている」

と。 
瀬名が紹介していた女性が、武田ゆかりの姫君だったかどうかは、本人たちにしかわから

ない。だがおそらく、五徳は浮気をとがめる目的で筆をとったのだろう。しかし、この事態

を重く受け止めた信長は、なんと瀬名と信康に自害を命じた。 
まさに青天の霹靂。徳川一家はひどく混乱したことだろう。家康は自身の妻と息子のため

に家臣に瀬名たちの容疑を晴らすよう命じたが、結果は失敗する。 
1579 年、享年 37。瀬名は自害したとも、家康の手によって殺害されたともいわれている。

さて、ここまで長々と語ってきたが、瀬名は、一般的には「気が強く、家康を尻に敷いてい

た」といわれている。おそらく、実娘である亀姫の気が強かったことから、瀬名もそうだっ

たのでは？という考察だ。実際、私が今まで読んできた本の中で、基本的には瀬名は気の強

く、プライドの高い人だったと書かれていた。 
戦乱の時代に生きた瀬名。彼女の生きざまは、きっと多くの人に影響を与えたと思う。昨

年、大河ドラマで演じられた際でも、彼女はとても美しくあった。 
その雄姿はいつまでも、我々に残り続けるのだと思う。 

 
５、おわりに 

徳川家康の最初の奥さん「瀬名姫」は、自分の生まれ故郷である瀬名地域から名前の一部

を借りたのではないか考えられると、我々は結論付けた。後に「瀬名姫」が「築山
つきやま

殿
どの

」と呼

ばれたのも徳川家康と結婚した後、岡﨑城下の「築山」に住んでいたからである。 
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瀬名姫だけでなく、瀬名一秀など瀬名に由来する人物は他にもいた。今回の研究を通し

て、瀬名という場所は歴史的価値の高い場所だということを改めて知ることができた。静岡

市は駿府城だけでなく郊外にもたくさん由緒ある場所があるので、瀬名がもっと注目される

ようになったら嬉しいと思う。 
 
 
参考文献 

・西奈村誌、大正 2 年 
・静岡古文書研究会、「竜爪山の秣場」駿州庵原郡瀬名村、2008 年 
・中川雄太郎、「村と伝説」、静岡出版社、昭和 40 年 
・奥田賢山、「郷土瀬名の歴史」 
 
 
参加記 

銅鏡の実物を見る機会があったのが嬉しかった。もっと大きいものだと思っていたが、実際

に見ると意外と小さいんだなと思った。静岡大学の学生の方が調査した丸子沢川古墳の発表

を聞いて、梶原山の中腹に古墳があったので、とても興味を持った。浜名高校の「古代遠江

の中心は磐田？」の発表を聞いて、聖武天皇が遠江の国司に贈った和歌があるが、天皇が国

司に和歌を贈ることは全国的にも珍しいのかなと思った。（静岡学園中学校 3 年 藤田真煕） 
 
高校生の発表だけではなく、静大の学生の方々の発表を実際に聞いてみることで大学での研

究について様々なことを深く知ることができ、大学生になってさらに幅広い研究ができるこ

とがとても楽しみになりました。                  （静岡学園中学校 3 年 三浦万里奈） 
 
今回、このような機会をいただき、私にとって良い学びとなりました。私たちは 1 年生とい

うことで、初めての参加でしたが、静大生の方をはじめとした他校の発表を聞き、より見聞

が深まりました。                                  （静岡学園中学校 1 年 谷真柚子） 
 
今回の発表で静岡の色々なことを学べて、とてもおもしろかったです。 

（静岡学園中学校 1 年 幾田琴音） 
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